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い
活
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
期
待
す
る
。
好
奇
心
を
持

っ
て
貪
欲
に
学
び
、
深
く
考

え
仕
事
の
プ
ロ
に
な
り
、
果

敢
に
挑
戦
し
積
極
的
に
行
動

し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　
住
友
化
学
の
岩
田
圭
一
社

長
は
「
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
個
人
と
し
て
も
成
長
し

て
ほ
し
い
。
新
し
い
変
化
を

起
こ
す
楽
し
み
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
競
争
相
手
は
世
界

の
若
者
だ
と
意
識
し
て
日
々

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。

　
三
井
化
学
の
橋
本
修
社
長

は
「
皆
さ
ん
の
挑
戦
か
ら
生

ま
れ
た
成
功
・
失
敗
の
学
び

は
当
社
グ
ル
ー
プ
の
競
争
力

の
源
泉
。
よ
り
高
い
目
標
に

向
か
っ
て
ひ
る
ま
ず
逃
げ
ず

諦
め
ず
、
ご
ま
か
さ
ず
前
進

し
続
け
よ
う
」
と
語
っ
た
。

　
旭
化
成
の
小
堀
秀
毅
社
長

は
「
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

る
の
で
安
心
し
て
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。
当
社

の
歴
史
を
学
び
グ
ル
ー
プ
の

理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ

ー
を
心
に
深
く
刻
み
、
仕
事

に
自
主
的
に
取
り
組
み
プ
ロ

を
目
指
せ
。
重
要
な
の
は
高

い
倫
理
観
、
幅
広
い
洞
察

力
、
強
い
探
求
心
。
三
現
主

義
を
徹
底
し
、
本
質
を
つ
か

み
、
正
し
く
判
断
す
る
力
を

つ
け
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
昭
和
電
工
の
森
川
宏
平
社

長
は
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
機
能
性
化
学
メ
ー
カ
ー
に

な
る
目
標
に
向
け
て
不
撓
不

屈
の
精
神
で
不
確
実
な
時
代

を
乗
り
越
え
て
い
く
。
と
も

に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
鼓

舞
し
「
価
値
創
造
の
主
役
で

あ
る
皆
さ
ん
に
、
世
の
中
に

感
動
を
与
え
、
こ
こ
ろ
を
、

社
会
を
動
か
す
行
動
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
た
。

　
出
光
興
産
の
木
藤
俊
一
社

長
は
「
当
社
の
最
大
の
財
産

は
人
の
力
。
社
員
が
し
っ
か

り
し
て
育
っ
て
い
れ
ば
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、

社
会
に
貢
献
し
続
け
て
い
け

る
」
と
語
り
、
Ｌ
ｉ
Ｂ
固
体

電
解
質
や
高
機
能
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
次
世
代
の
取
り
組

み
に
「
皆
さ
ん
の
新
し
い
無

限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　
東
ソ
ー
の
山
本
寿
宣
社
長

は
「
皆
さ
ん
の
希
望
と
緊
張

に
あ
ふ
れ
る
顔
を
直
接
見
ら

れ
な
い
の
は
残
念
」
と
し
な

が
ら
「
東
ソ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト

（
挑
戦
す
る
意
欲
、
冷
た
い

状
況
認
識
、
熱
い
対
応
、
持

続
す
る
意
思
、
協
力
と
感

謝
）
を
体
現
し
、
課
題
を
一

緒
に
解
決
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

　
宇
部
興
産
の
泉
原
雅
人
社

長
は
「
混
沌
と
し
た
変
化
の

激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
落
ち
着
い
て
ま
ず

は
社
会
人
と
し
て
の
生
活
に

慣
れ
、
一
方
で
将
来
を
見
据

え
積
極
的
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
猪
野
薫
社
長
は

「
感
謝
す
る
と
は
。
企
業
は

誰
の
た
め
に
あ
る
か
。
Ｄ
Ｉ

Ｃ
の
存
在
意
義
と
は
」
と
問

い
か
け
「
多
様
性
を
結
集

し
、
素
晴
ら
し
い
会
社
を
一

緒
に
創
っ
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
積
水
化
学
工
業
の
加
藤
敬

太
社
長
は
新
入
社
員
へ
の
期

待
と
し
て
「
際
立
ち
を
身
に

付
け
る
。
困
難
は
自
分
と
チ

ー
ム
の
成
長
の
元
。
約
束
を

守
る
」
の
３
点
を
伝
え
た
。

　
東
レ
の
日
覺
昭
廣
社
長
は

「
高
い
志
と
大
き
な
気
概
を

持
っ
て
取
り
組
む
。
現
場
立

脚
の
第
一
人
者
、
専
門
家
に

な
る
。
世
界
に
通
用
す
る
考

え
方
、
価
値
観
、
判
断
基
準

を
持
つ
。
社
会
的
責
任
を
常

に
意
識
し
行
動
す
る
」
の
四

つ
を
期
待
し
た
。

　
帝
人
の
鈴
木
純
社
長
は

「
社
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
。
仕
事
は

明
る
く
、
楽
し
く
、
真
面
目

に
一
生
懸
命
。
何
事
に
も
挑

戦
を
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
日
本
触
媒
の
五
嶋
祐
治
朗

社
長
は
「
皆
さ
ん
が
当
社
や

10
月
に
設
立
予
定
の
統
合
持

ち
株
会
社
「
シ
ン
フ
ォ
ミ
ク

ス
」
の
一
員
と
し
て
長
く
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。
三
洋
化
成
工
業

の
安
藤
孝
夫
社
長
は
「
失
敗

を
恐
れ
ず
提
案
し
、
新
会
社

と
と
も
に
成
長
し
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
に
貢
献
で
き
る
会

社
を
築
こ
う
」
と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
の
川
橋
信
夫
社
長

は
「
危
機
感
を
持
っ
て
変
化

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
好
奇
心
を

持
っ
て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

洞
察
力
、
発
想
力
、
変
革
力

に
期
待
す
る
」
と
し
た
う
え

で
「
安
全
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
根
幹
で
製
造
会
社
と

し
て
の
使
命
と
誇
り
だ
」
と

述
べ
、
活
躍
を
祈
念
し
た
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
の
田
中
公
章

社
長
は
「
入
社
早
々
、
大
変

な
状
況
だ
が
、
事
実
を
正
し

く
認
識
し
て
危
機
感
を
持
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
り
「
夢
を

持
ち
続
け
る
、
会
社
を
変
え

る
気
持
ち
で
挑
む
、
健
康
で

あ
り
続
け
る
」よ
う
求
め
た
。

　
ト
ク
ヤ
マ
の
横
田
浩
社
長

は
「
顧
客
満
足
が
利
益
の
源

泉
。
目
線
は
広
く
、
よ
り
高

く
。
前
任
を
超
え
る
人
材
た

れ
。
誠
実
、
根
気
、
遊
び

心
」
と
価
値
観
を
示
し
「
勉

強
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
経

験
、
直
感
、
分
析
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
身
に
付
き
真
の
個
性

が
磨
か
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
山
田
敬
三
社
長

は
「
知
識
だ
け
で
は
一
人
前

の
社
会
人
と
し
て
活
躍
で
き

な
い
。
土
台
の
上
に
要
求
さ

れ
る
能
力
を
積
み
上
げ
、
専

門
ス
キ
ル
を
磨
き
、
知
恵
を

絞
り
周
囲
を
巻
き
込
む
こ
と

で
価
値
を
創
造
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
述
べ
、
約
束
と

し
て
「
相
手
を
喜
ば
せ
る
、

し
っ
か
り
や
ろ
う
と
い
う
心

意
気
を
言
葉
に
出
す
、
す
べ

て
の
人
に
感
謝
す
る
」
こ
と

を
要
望
し
た
。

　
化
学
各
社
が
１
日
に
行
っ

た
20
年
度
入
社
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
か
ら
多
く
が
出
席
者
を
集

め
る
式
典
を
避
け
、
ウ
ェ
ブ

な
ど
で
ト
ッ
プ
の
訓
示
を
配

信
す
る
方
式
に
転
換
さ
れ

た
。
新
入
社
員
に
は
社
会
・

経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
る
化

学
品
需
要
の
減
退
懸
念
に
加

え
、
原
油
・
ナ
フ
サ
価
格
の

暴
落
と
い
う
か
つ
て
な
い
荒

れ
模
様
で
の
船
出
と
な
っ
た

が
、
各
社
の
ト
ッ
プ
は
こ
う

し
た
不
安
を
払
拭
す
る
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、

新
人
た
ち
を
鼓
舞
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
越
智
仁
社
長
は

「
２
０
３
０
年
に
向
け
新
た

な
挑
戦
が
始
ま
ろ
う
と
す
る

今
、
皆
さ
ん
の
発
想
力
、
高

コロナ禍で配信型に転換

仕事のプロに／社会動かせ

ト
ッ
プ
の
訓
示 

心
に
刻
む

メ
ー
カ
ー
各
社 

入
社
式

ウ
ス
の
操
作
性
も
両

立
し
た
。

　
サ
イ
ズ
は
４
種

類
。
１
枚
当
た
り
の

税
別
参
考
価
格
は
、

ミ
ニ
（
幅
６
０
０
×

奥
行
き
４
５
０
㍉

㍍
）
が
９
８
８
円
、

小
（
９
９
０
×
６
９

０
㍉
㍍
）
が
２
１
８

６
円
、
中
（
１
１
９

０
×
６
９
０
㍉
㍍
）

が
２
７
９
８
円
、
大
（
１
３

９
０
×
６
９
０
㍉
㍍
）
が
３

７
８
８
円
。

内
需
12
ヵ
月
連
続
減

コ
ン
デ
ン
サ
ー

向
け
振
る
わ
ず 

電
解
稼
働
に
影
響
軽
微

合成塩酸
　
合
成
塩
酸
の
内
需
減
が
続
い
て
い
る
。
日
本
ソ
ー
ダ
工
業
会
が
ま
と
め
た
合
成
塩
酸
の
２
月
国
内
出
荷

は
前
年
同
月
比
０
・
６
％
減
の
６
万
４
４
６
２
㌧
と
な
り
、
こ
れ
で
前
年
割
れ
は
12
カ
月
連
続
。
稼
働
日

数
や
季
節
要
因
を
除
く
単
純
比
較
で
は
、
直
近
の
ピ
ー
ク
を
付
け
た
17
年
６
月
の
８
割
水
準
に
と
ど
ま

る
。
米
中
対
立
や
中
国
経
済
減
速
の
あ
お
り
を
受
け
、
自
動
車
電
装
部
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
コ
ン
デ
ン
サ

ー
向
け
が
振
る
わ
な
い
。
縮
小
傾
向
と
は
い
え
、
需
要
は
安
定
的
と
い
う
の
が
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ド
の
捉
え

方
。
電
解
設
備
の
稼
働
率
の
引
き
下
げ
要
因
に
は
な
る
が
、
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
低
下
率
は
２
％
前
後

の
「
誤
差
範
囲
」
（
業
界
関
係
者
）
に
収
ま
る
見
通
し
だ
。

バ
イ
オ
マ
ス
・
シ
ョ
ア
育
成 

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
な
ど

東
大
院
講
座
に
参
画

軟
質
塩
ビ
机
マ
ッ
ト

バ
イ
オ
マ
ス
マ
ー
ク
取
得

アキレス

上
市
し
た
「
Ａ
Ｍ
―
01
」
と
バ
イ
オ
マ
ス
マ
ー
ク

ダ
イ
セ
ル

阪
大
と
命
名
権
協
定

千
代
田
化
工
な
ど
７
社

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

水
素
実
用
化
協
力

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

２
月
出
荷
16
％
増

２月のカセイソーダ出荷内訳
（単位 ： トン、 ％）

２月
自家消費
内　　数

前　年
同月比

紙・ パ ル プ 21,212 80.5
化 学 繊 維 5,185 1,003 98.4
染 色 整 理 3,490 95.8
ア ル ミ ナ 1,666 1,019 99.1
食 品 6,836 77 98.2
石 油 精 製 1,898 92.5
セ ロ フ ァ ン 1,000 165.6
化学工業 142,413 70,997 95.0
無 機 薬 品 31,117 16,114 103.5
有機・石油化学 29,351 22,456 100.4
染料・中間物 5,369 3,082 86.5
石けん・洗剤 2,984 84.3
電 解 ソ ー ダ 4,190 3,695 105.5
カプロラクラム 811 38 70.0
プラスチック 14,069 6,170 100.8
重 曹 4,838 4,838 106.1
高度さらし粉 467 369 120.4
その他化学工業 49,217 14,235 86.5

非 鉄 金 属 6,536 13 91.7
電 機・ 電 子 4,988 96.8
医 薬 2,257 114.1
鉄 鋼 3,403 104.7
ガ ラ ス 320 278 103.2
タ ー ル 38 80.9
農 薬 1,385 788 108.9
電  力 2,419 222 95.5
上 下 水 道 3,316 225 94.7
水処理・廃水処理 14,029 3,725 117.1
そ の 他 32,400 614 127.4

内 需 計 254,791 78,961 98.3
輸 出 108,246 205.3

需 要 計 363,037 78,961 116.4

２月の合成繊維生産・在庫量
(単位 ： トン、 ％）

生　　産 在　　庫

２月
前　年
同月比

１～２月
計

前　年
同期比

２月
前　年
同月比

ナイロンＦ 6,325 102.7 12,909 95.2 12,419 109.5

アクリルＳ 4,247 74.6 11,784 83.2 12,892 135.0

ポリエステルＦ 8,647 93.7 17,678 90.3 10,065 104.6

ポリエステルＳ 6,173 87.2 13,149 93.0 15,277 109.0

ポリプロピレンＦ 2,494 54.1 5,031 53.6 761 86.8

ポリプロピレンＳ 5,021 123.3 9,902 113.7 6,647 88.1

その他 10,945 77.8 21,030 83.6 14,287 89.7

合　　計 43,852 86.1 91,483 87.4 72,348 105.1

注）非会員企業のデータは推定値で集計
日本化学繊維協会

^

　
日
本
化
学
繊
維
協
会
が
ま

と
め
た
２
月
の
合
成
繊
維
生

産
（
速
報
値
）
は
前
年
同
月

比
13
・
９
％
減
の
４
万
３
８

５
２
㌧
と
５
カ
月
連
続
で
前

年
実
績
を
下
回
っ
た
。

　
繊
維
別
は
ナ
イ
ロ
ン
長
繊

維
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
短
繊

維
を
除
く
繊
維
が
前
年
割
れ

と
な
っ
た
。
減
少
率
は
、
紙

お
む
つ
材
料
な
ど
に
使
う
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
長
繊
維
が
46

％
、
ア
ク
リ
ル
短
繊
維
が
25

％
と
顕
著
だ
っ
た
。
18
年
９

合
繊
生
産

５
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

ト
ラ
ブ
ル
や
台
湾
メ
ー
カ
ー

の
定
修
を
背
景
に
出
荷
量
が

増
え
た
。
内
需
は
自
家
消
費

が
堅
調
も
、
販
売
の
落
ち
込

み
が
響
き
１
・
７
％
減
の
約

25
万
㌧
で
10
カ
月
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

年
同
月
比
５
・
５
％
増
の
約

34
万
㌧
、
出
荷
が
16
・
４
％

増
の
約
36
万
㌧
と
な
っ
た
。

輸
出
は
豪
州
や
イ
ン
ド
、
東

南
ア
ジ
ア
向
け
が
好
調
で
、

前
年
同
月
の
２
倍
以
上
に
拡

大
。
中
東
メ
ー
カ
ー
の
設
備

　
日
本
ソ
ー
ダ
工
業
会
が
ま

と
め
た
ソ
ー
ダ
工
業
薬
品
の

２
月
需
給
実
績
に
よ
る
と
、

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
は
生
産
が
前

　
千
代
田
化
工
建
設
、
三
菱

商
事
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
民

間
５
社
は
、
同
国
の
持
続
可

能
な
水
素
経
済
の
実
現
に
向

け
た
相
互
協
力
の
覚
書
（
Ｍ

Ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
た
。
現
地

で
の
水
素
事
業
の
実
現
に
向

け
技
術
、
商
務
面
の
評
価
・

検
討
を
行
う
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
今

要
減
は
こ
う
し
た
塩
素
誘
導

品
や
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ

な
ど
別
の
一
時
塩
化
物
で
カ

バ
ー
で
き
る
」
（
非
塩
ビ
系

電
解
製
品
メ
ー
カ
ー
）
。

　
塩
酸
の
需
要
は
16
年
に
底

打
ち
し
、
18
年
半
ば
ま
で
好

調
が
続
い
た
。
牽
引
役
の
一

つ
が
コ
ン
デ
ン
サ
ー
で
、
同

用
途
向
け
の
需
要
増
に
イ
ソ

シ
ア
ネ
ー
ト
工
場
の
閉
鎖
に

伴
う
副
生
塩
酸
の
供
給
減
が

相
ま
っ
て
、
特
に
東
日
本
で

は
需
給
が
ひ
っ
迫
。
合
成
塩

記
性
や
捺
印
の
し
や
す
さ
が

向
上
し
、
特
殊
な
配
合
設
計

で
透
明
性
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
学
マ

世
紀
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
設
定
。

そ
の
実
現
へ
千
代
田
化
工
の

水
素
貯
蔵
・
輸
送
技
術
「
ス

ペ
ラ
水
素
」
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
判
断
し
、
７
社

は
同
技
術
を
利
活
用
し
て
事

業
機
会
を
探
る
。

　
千
代
田
化
工
は
水
素
と
ト

ル
エ
ン
を
反
応
さ
せ
た
メ
チ

ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
（
Ｍ
Ｃ

Ｈ
）
の
状
態
で
水
素
を
輸
送

・
貯
蔵
す
る
技
術
を
持
つ
。

こ
の
Ｍ
Ｃ
Ｈ
は
「
ス
ペ
ラ
水

素
」
と
称
す
る
。
現
在
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
助
成
事
業
で
ブ
ル

ネ
イ
と
日
本
（
川
崎
）
を
ま

た
ぐ
ス
ペ
ラ
水
素
に
よ
る
水

素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て

い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

案
件
は
こ
れ
に
続
く
も
の
。

千
代
田
化
工
は
「
日
本
企
業

が
国
際
的
に
取
り
組
む
水
素

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
先
駆

的
な
事
業
案
件
と
な
る
」
と

し
て
い
る
。

　
ア
キ
レ
ス
は
原
材
料
の
一

部
に
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ

ス
材
料
を
使
用
し
た
環
境
配

慮
型
軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂

（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
シ
ー
ト
「
バ
イ

オ
マ
ス
可
塑
剤
仕
様
マ
ッ
ト

Ａ
Ｍ
―
01
」
を
開
発
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
マ
ー
ク
（
日
本
有

機
資
源
協
会
の
認
定
）
を
取

得
し
た
。
認
定
製
品
第
１
号

と
し
て
業
界
初
の
バ
イ
オ
マ

ス
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
「
バ
イ
オ

マ
ス
可
塑
剤
仕
様
デ
ス
ク
マ

ッ
ト
」
を
発
売
し
た
。
バ
イ

オ
マ
ス
度
は
19
％
。

　
同
社
は
環
境
保
全
に
配
慮

し
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を

推
進
し
て
お
り
、
Ａ
Ｍ
―
01

は
一
部
に
バ
イ
オ
マ
ス
材
料

を
使
用
し
リ
デ
ュ
ー
ス
に
貢

献
す
る
。
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
は

ア
ス
ク
ル
の
カ
タ
ロ
グ
や
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
販
売
さ
れ
、

１
・
２
㍉
㍍
の
適
度
な
厚
み

と
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
に
よ
り
筆

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命

科
学
研
究
科
が
開
い
て
い
る

バ
イ
オ
マ
ス
・
シ
ョ
ア
寄
付

講
座
に
１
日
か
ら
参
画
し

た
。
三
菱
ガ
ス
化
学
、
三
菱

商
事
、
日
新
商
事
と
共
同
で

寄
付
を
行
う
。

　
同
講
座
が
目
指
す
バ
イ
オ

マ
ス
・
シ
ョ
ア
構
想
は
、
海

洋
深
層
水
湧
昇
流
の
あ
る
砂

漠
海
岸
で
海
洋
深
層
水
を
淡

水
と
高
濃
度
海
水
に
分
離
し

淡
水
で
農
業
・
緑
化
、
高
塩

濃
度
海
水
で
藻
類
を
培
養
。

そ
れ
ぞ
れ
で
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
さ
せ
る
一
方
、
付
加
価

値
の
高
い
生
産
物
を
得
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の
。

　
同
講
座
は
16
年
に
開
設
さ

れ
、
18
年
４
月
に
三
菱
ガ
ス

化
学
が
参
画
し
た
第
１
期
の

成
果
と
し
て
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
の
構
築
や
実
施
候
補
地
の

確
認
な
ど
を
行
っ
た
。
今
回

の
第
２
期
は
構
想
の
実
現
可

能
性
を
検
証
す
る
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
は
機
能
材

カ
ン
パ
ニ
ー
で
、
遺
伝
子
組

換
え
を
一
切
行
わ
な
い
独
自

の
発
酵
技
術
を
用
い
て
、
天

然
色
素
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
の
生

産
性
を
高
め
る
研
究
開
発
を

進
め
、
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン

や
レ
ア
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
な
ど

を
商
品
化
し
て
い
る
。
高
塩

濃
度
海
水
で
培
養
し
得
ら
れ

る
藻
類
に
は
タ
ン
パ
ク
質
、

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
、
脂
質
な
ど

に
加
え
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
類
も

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
同
講
座

へ
の
寄
付
を
決
め
た
。

　
合
成
塩
酸
は
塩
酸
市
場
全

体
で
の
シ
ェ
ア
は
小
さ
く
、

主
流
は
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
な

ど
別
の
化
学
品
の
製
造
工
程

で
発
生
す
る
副
生
塩
酸
だ
。

同
工
業
会
が
ま
と
め
た
19
年

の
塩
酸
出
荷
量
は
約
１
８
６

万
㌧
で
、
う
ち
合
成
塩
酸
は

約
75
万
㌧
、
副
生
塩
酸
は
約

１
１
０
万
㌧
。
塩
酸
全
体
に

占
め
る
副
生
塩
酸
の
シ
ェ
ア

は
約
６
割
だ
が
、
工
業
会
会

員
以
外
も
加
え
る
と
７
割
前

後
に
達
す
る
と
さ
れ
る
。

　
合
成
塩
酸
は
一
時
塩
化
物

の
中
で
は
最
も
簡
単
に
つ
く

れ
る
製
品
と
さ
れ
、
各
種
工

業
薬
品
や
排
水
処
理
な
ど
幅

広
い
用
途
が
あ
る
。
た
だ
塩

素
消
費
と
い
う
点
で
は
ウ
エ

ー
ト
は
低
く
、
同
工
業
会
の

ま
と
め
に
よ
る
と
18
年
度
の

国
内
塩
素
消
費
先
の
73
％
が

塩
ビ
樹
脂
や
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー

ト
向
け
で
、
合
成
塩
酸
向
け

は
８
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
の
た
め
川
下
に
塩
ビ
樹

脂
や
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
を
持

つ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
型
電
解
事

業
所
に
と
っ
て
は
合
成
塩
酸

の
重
要
度
は
相
対
的
に
低

く
、
合
成
塩
酸
の
需
要
増
減

の
電
解
設
備
へ
の
影
響
は
皆

無
。
塩
ビ
樹
脂
を
持
た
な
い

非
塩
ビ
系
電
解
事
業
所
に
と

っ
て
も
同
様
で
「
合
成
塩
酸

の
需
要
減
は
稼
働
率
に
直
結

す
る
要
素
だ
が
、
事
業
所
の

多
く
は
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
や
エ

ピ
ク
ロ
ル
ヒ
ド
リ
ン
な
ど
特

色
あ
る
塩
素
誘
導
品
を
展
開

し
て
お
り
、
合
成
塩
酸
の
需

酸
の
休
止
系
列
を
再
開
し
、

増
産
す
る
動
き
も
一
部
メ
ー

カ
ー
で
み
ら
れ
た
。
し
か
し

19
年
は
一
転
し
て
３
年
ぶ
り

に
１
９
０
万
㌧
を
割
り
込
み

需
要
回
復
前
の
水
準
に
戻
っ

た
。
た
だ
、
価
格
は
今
の
と

こ
ろ
安
定
的
に
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
西
日
本
よ
り
東

日
本
の
ほ
う
が
高
値
で
取
引

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
日
本
製

鉄
が
23
年
９
月
末
を
メ
ド
に

広
島
県
呉
市
の
高
炉
（
呉
製

鉄
所
）
を
閉
鎖
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
塩
酸
は
鉄

鋼
の
洗
浄
工
程
で
使
わ
れ
、

そ
の
廃
液
は
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

で
中
和
処
理
さ
れ
る
。
同
高

炉
の
閉
鎖
に
よ
り
塩
酸
、
カ

セ
イ
ソ
ー
ダ
と
も
に
需
要
先

を
失
う
こ
と
に
な
る
が
、
電

解
設
備
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響

し
な
い
よ
う
だ
。「
塩
酸
用

途
の
う
ち
鉄
鋼
向
け
は
わ
ず

か
３
％
（
18
年
度
実
績
）

で
、
塩
素
消
費
全
体
で
み
る

と
、
鉄
鋼
向
け
は
ご
く
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な
い
」（
業
界

関
係
者
）。

　
西
日
本
は
副
生
塩
酸
の
シ

ェ
ア
が
全
国
的
に
も
高
い
地

域
で
、
塩
酸
全
体
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
と
し
て
は
余
剰
ポ
ジ

シ
ョ
ン
と
い
う
市
場
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
先
行
き
余
剰

幅
は
拡
大
す
る
方
向
に
は
な

る
が
「
そ
の
幅
も
大
し
た
こ

と
は
な
く
、
仮
に
さ
ば
け
な

く
な
っ
て
も
中
和
処
理
す
れ

ば
問
題
な
い
」（
西
日
本
の

電
解
製
品
メ
ー
カ
ー
）。

　
ダ
イ
セ
ル
は
大
阪
大
学
と

同
大
学
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
し
た
。
こ
れ
を
機
に
阪

大
と
の
関
係
を
深
め
、
一
層

の
教
育
研
究
環
境
の
充
実
に

協
力
す
る
。

　
同
社
は
阪
大
の
教
育
研
究

環
境
の
向
上
や
施
設
有
効
活

用
な
ど
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
豊
中
キ

ャ
ン
パ
ス
の
全
学
教
育
推
進

機
構
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
モ
ン

ズ 

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
タ
ジ

オ
Ａ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

に
応
募
。
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選

定
さ
れ
協
定
を
締
結
し
た
。

同
ス
タ
ジ
オ
の
愛
称
は
４
月

か
ら
23
年
３
月
ま
で
「
ダ
イ

セ
ル
ス
タ
ジ
オ
」
と
な
る
。

^

　
東
ソ
ー
は
、
山
形
県
山
形

市
で
公
益
財
団
法
人
弦
（
げ

ん
）
地
域
文
化
支
援
財
団
が

運
営
す
る
複
合
文
化
施
設

「
シ
ベ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ
」
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
取
得

し
た
。
１
日
か
ら
の
３
年
契

東
ソ
ー
が
命
名
権

山
形
の
複
合
文
化
施
設

「
東
ソ
ー
ア
リ
ー
ナ
」
に

約
で
同
施
設
は
「
東
ソ
ー
ア

リ
ー
ナ
」
と
な
る
。
契
約
額

は
年
間
２
千
万
円
。

^

　
出
光
興
産
は
、
女
性
活
躍

推
進
法
と
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般

事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し

た
。
４
月
か
ら
３
年
か
け
て

実
行
す
る
。
同
社
は
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
Ｄ

＆
Ｉ
）
の
推
進
を
掲
げ
、
19

年
度
に
働
き
が
い
や
職
場
の

働
き
や
す
さ
、
個
人
の
能
力

の
発
揮
し
や
す
さ
に
関
し
Ｄ

＆
Ｉ
を
疎
外
す
る
状
況
を
調

べ
、
課
題
を
洗
い
出
し
て
計

画
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
沿

っ
て
取
り
組
み
、
多
彩
な
社

員
が
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
新
た
な
価
値
を
共
創

で
き
る
会
社
を
目
指
す
。

　
具
体
的
に
は
、
女
性
活
躍

推
進
法
に
基
づ
き
▽
管
理
職

の
女
性
比
率
を
現
行
の
26
人

（
１
・
７
％
）
か
ら
46
人
以

上
（
３
・
０
％
）
に
拡
大
▽

学
卒
採
用
の
女
性
比
率
を
22

％
か
ら
30
％
以
上
に
▽
有
給

休
暇
取
得
率
を
69
・
３
％
か

ら
85
％
以
上
に
高
め
る
―
―

こ
と
を
目
指
す
。
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
で
は
▽

妊
娠
中
や
子
育
て
を
行
う
労

働
者
の
両
立
を
支
援
す
る
環

境
の
整
備
▽
働
き
方
見
直
し

に
貢
献
す
る
多
様
な
労
働
条

件
の
整
備
▽
次
世
代
育
成
支

援
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み

―
を
推
進
す
る
。

出
光
興
産

Ｄ
＆
Ｉ
推
進
へ

３
年
計
画
始
動

月
に
発
生
し
た
工
場
火
災
事

故
の
影
響
で
前
年
割
れ
が
続

い
て
い
た
ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維

は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。


